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令和4年度  事業計画・予算〜住民の皆さまと取り組むこと〜令和4年度  事業計画・予算〜住民の皆さまと取り組むこと〜特集

　毎年4月2日は国連が定めた世界自閉症啓発デー、また4月2日～8日を
発達障害啓発週間とされており、三田市でもボランティアグループ
のさんだくろすさんが“世界がブルーでつながる日 Light It Up Blue
（ライト・イット・アップ・ブルー）キャンペーン”にパートナー
登録をされており、啓発イベントを実施されます。
　コロナの影響で大きな啓発イベントを行うことが難しい中、ライト
アップと展示を通した啓発を継続され、今年で4回目を迎えます。
　癒しや希望を表し、自閉症のシンボルカラーであるブルーにライト
アップされた様子をぜひご覧ください。

＊癒しと希望の青が温かく力強く灯ります＊

昨年のライトアップの様子



　当会は、区長・自治会長、民生委員・児童委員の皆　当会は、区長・自治会長、民生委員・児童委員の皆
さまなど地域活動団体や福祉施設、行政など様々な立さまなど地域活動団体や福祉施設、行政など様々な立
場の方々に役員として携わっていただき、住民主体で地場の方々に役員として携わっていただき、住民主体で地
域福祉の推進を行っています。域福祉の推進を行っています。
　　その点から、本計画は、その点から、本計画は、「三田で暮らす住民の皆さま「三田で暮らす住民の皆さま
の福祉計画」の福祉計画」といえるものです。といえるものです。
　　今月号では、当会の事業計画及び主要事業今月号では、当会の事業計画及び主要事業
を紹介します。を紹介します。

＊区・自治会域などを中心とした身近な「見守りネットワーク」の検討
＊孤立を防ぐ見守り・つながり推進事業
　（共同募金配分金助成金事業）の推進

人と人のつながりを大切にした様々な協力による地域づくりを推進します

◦身近な地域でつながり続ける活動を推進します

生きづらさを受け止め、ともに解決の糸口をつくり出すことのできる
体制を整えます

　　 … 新規事業　 　 … 拡充事業　 　 …第 3 次地域福祉推進計画策定関連新 拡 推

＊広報・啓発活動の促進（市民啓発講座、出張ふくし教室の開催）
＊チーム支援の強化（権利擁護実務者会議の開催、支援者支援の推進）
＊ 拡 支援者向け専門相談機能の充実
＊生活困窮者自立支援事業（生活安心サポートセンターの運営）

◦ 推 法人内における「市域総合相談支援体制」の構築

    社会福祉法人三田市社会福祉協議会社会福祉法人三田市社会福祉協議会

事業計画・予算事業計画・予算  〜住民の皆さまと取り組むこと〜〜住民の皆さまと取り組むこと〜

令 和 4 年 度

＊子どもの社会的孤立予防を目的とした子ども食堂などの
　支援機関ネットワーク「さんだ子どもまんなかネット」の開催サポート
＊  拡 ひとり親世帯のつながりによる安心な暮らしを目指した取り組みを検討・実施

◦社会福祉法人等による福祉（介護）の仕事を広く伝える取り組みを進めます
　＊三田市社会福祉法人連絡協議会（ほっとかへんネットさんだ）運営支援

◦子ども・保護者の孤立を防ぐ取り組みを進めます

◦権利擁護支援体制の確立

「さっちゃんサンタ」が子ども食堂を訪問「さっちゃんサンタ」が子ども食堂を訪問
（お福分けネットワーク）（お福分けネットワーク）

◦連携・協働の場の推進
＊地域ケア会議の開催
＊新たな民間事業等との
　ネットワーク構築
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▶▶▶ 令和４年度予算は次ページでご紹介しています。

〇高齢者ホームヘルプサービス　〇高齢者デイサービス
〇障害者ホームヘルプサービス　〇居宅介護支援（ケアマネジャー）
〇訪問看護サービス 　〇身体障害者デイサービス〈市受託事業〉

  ＊ 拡 同法人内で地域支援・相談支援を行う強みを活かせる法人内連携を強化
  ＊市内社会福祉法人等と連携した福祉（介護）の仕事魅力啓発・人材育成

◦安定した運営体制の確保
  ＊「社協ならではのサービス」像を伝達する媒体作成（リーフレット・ホームページ・SNS 等）

◦ 推 社協のケア部門が担う役割のあり方研究

◦人材定着・育成プログラムの充実
◦ 新 地域福祉の推進業務への注力（効率化）と労務管理が両立する電子システム導入
◦ 推 第 2 次財政計画の作成

 ＊医療、介護、生活支援の有機的なネットワークの構築
　 （もの忘れ相談、認知症初期集中支援事業など）
 ＊認知症の方やそのご家族を支える活動の創出
 ＊ 新 オンラインの活用による「脳の健康度」測定
　 （セルフチェックによる認知症予防啓発）

あなたの笑顔にとことん ～「こう生きたい」に寄り添い、暮らしを支えます～

地域福祉の推進基盤強化と財政安定化の両立をめざします

実施
サービス

◦チームとしての機能強化を図ります

　住民の皆さまが相談窓口や介護サービス、
地域活動・ボランティア活動、社会貢献等
の情報をホームページや SNS（ソーシャル
ネットワーキングサービス）から得る形が主流
となる中で、右の見直しを行います。

＊ 拡 ホームページ見直し
　（スマートフォン仕様・求める情報に届く構成など）

＊ 拡 SNS の強化
　（若年層が活用する Instagram 導入など）
＊さんだ社協だより発行回数の変更
　（偶数月 8 ページ 奇数月 4 ページ⇒奇数月× 8 ページ）

◦広報媒体の見直しによる啓発活動の強化（さんだ社協だより・ホームページ・SNS など）

認知症サポーター養成講座（県立有馬高等学校）

　今年度は住民の皆さまと作成した中期計画「第 2 次地域福祉推進
計画（平成 26 年度～）」が最終年度を迎え、第 3 次地域福祉推進計画
の策定を進める一年となります。
　策定の経過は Facebook や社協だよりでもお伝えしていきます。

◦認知症施策総合推進事業への取り組み強化

季節感を大切にしています
（高齢者デイサービス）
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4月  7日（木） 13時15分〜16時  相談員：弁護士・社会福祉士 等
   4月21日（木） 13時15分〜16時  相談員：司法書士・社会福祉士 等

権利擁護・成年後見支援センター　TEL：079-550-9004　FAX：079-559-5704

※予約制（前日まで）・1人45分
※関係機関の方も相談できます。権利擁護専門相談会

月2回 第1・3木曜日に開催月2回 第 2・4 水曜日に開催
4月13日（水）、4月27日（水）

それぞれ10時〜12時
TEL：079-559-5700　FAX：079-559-5704

補聴器相談（予約不要）

本紙掲載の社協主催イベントや、センター開館時間などについて、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、中止となる可能性
があります。ご了承ください。また、参加される方はマスクを着用するなど感染予防へのご協力をお願いします。体調の優れな
い方は決して無理をせず外出を控えることを心がけてください。

【三田市善意銀行】敬称略（1月 1日〜 2月 28日分）温かい善意ありがとうございました。温かい善意ありがとうございました。温かい善意ありがとうございました。
日付 金額・物品 預託者名 備考

2.7 手作り品 匿名

2.9 10,000 円 善入達甫

2.12 2,000 円 2011.3.11

2.14 1,107 円 匿名

2.14 1,651 円 匿名

2.14 グローブ等
介護用品 ウマ娘 うまぴょい♪

2.22 3,000 円 来生三姉妹 キャッツアイ！参上

2.22 30,000 円 本門仏立宗 阪神布教区
「福祉の輪をひろげる会」事務局

2.28 1,000,000 円 匿名 遺贈として

日付 金額・物品 預託者名 備考

1.4 5,000 円 フラワー地域福祉支援室
善意の箱

1.19 3,642 円 匿名

1.21 47,757 円 睦保会 解散に伴い残金を寄付

1.23 2,000 円 2011.3.11

1.24 大人用
紙オムツ 匿名

1.25 7,418 円 NPO 法人 日本入れ歯
リサイクル協会

1.27 3,000 円 ぜんまいざむらい 善行をするでござる！

2.1 5,000 円 フラワー地域福祉支援室
善意の箱

2.4 1,088 円 上野猛夫

Facebook でホットな情報発信中！
　当会の Facebook では、社協で実施した事業やイベ
ント情報をはじめ、広報紙で伝えきれない地域福祉
活動の様子や社会貢献の情報などタイムリーな情報を
写真や動画で紹介しています。
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FAX

皆さまからご協力いただいた会費やご寄付（善意銀行・共同募金など）、市からの委託金・補助金、
介護サービス収入などを財源に、地域福祉の推進を目的とした様々な事業を運営しています。

積立資産取崩収入
99,839 千円

会費・寄付
8,203 千円

貸付収入
1,000 千円
事業収入
6,108 千円

喫茶等収益
事業収入
17,225 千円

その他の収入
3,457 千円

補助・受託
355,705 千円

介護保険収入
338,125 千円

収　入
829,662千円

支　出
829,662千円

地域包括支援センター
運営事業
137,454 千円

収益事業
17,268 千円

総合福祉
保健センター
管理運営事業
57,828 千円

法人運営・
地域福祉等事業
369,153 千円

居宅介護等事業
247,959 千円

左QRコードから、事業計画・予算の全体をご覧いただけます。
お届けもできますので、お気軽にお知らせください。

令和4年度予算

特集記事に関するご意見・問い合わせは、
総務課（079-559-5940）まで
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